
ドリームサポート社会保険労務士法人

社会保険の基礎知識
4. 年金の給付

～老齢年金～

東京社会保険協会WEBセミナー

2026年7月



老齢年金

🄫ドリームサポート社会保険労務士法人

2



年金制度は２階建て
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公的年金制度は、20 歳以上60 歳未満の全ての人が共通して加入する
国民年金と、会社員や公務員等が加入する厚生年金による「２階建て」の
構造

出典：日本年金機構『知っておきたい年金のはなし』



※ 合算対象期間（カラ期間）とは、受給資格期間の対象となるが年金額には反映されない期間のこと

■老齢基礎年金の支給要件

① 受給資格期間が10年以上

（保険料納付済み期間＋保険料免除期間＋合算対象期間※を合わせた期間）

②65歳に達したこと（60歳からの繰上げ受給や、66歳以降の繰下げ受給も可能）
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老齢基礎年金
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保険料の納付月数に応じて満額から減額される「フルペンション減額方式」

出典：日本年金機構『老齢年金ガイド 令和８年度版』
※金額は令和８年度額
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老齢基礎年金の額
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■老齢厚生年金の支給要件（原則支給・65歳から）

① 老齢基礎年金の受給資格があること

② 厚生年金の被保険者期間が１ヵ月以上あること

特別支給の老齢厚生年金

① 生年月日に応じた支給開始年齢の定め（男女で異なる）

② 厚生年金の被保険者期間が１年以上あること

③ 60歳～64歳の間の有期年金
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老齢厚生年金
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出典：日本年金機構 『退職後の年金手続きガイド』
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• 特別支給の老齢厚生年金は、60歳支給 ⇒ 65歳支給への移行期間に設け
られた経過措置。

• 60歳から64歳で支給開始年齢が段階的に引き上げ。

• 男女で5年の差がある。男性の移行期間は終了。

特別支給の老齢厚生年金（経過措置）

＜生年月日による支給開始年齢＞
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出典：日本年金機構 『老齢年金ガイド 令和８年度版』 8

老齢厚生年金（報酬比例部分）の計算式
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出典：日本年金機構 『国民年金・厚生年金保険被保険者のしおり』 令和８年版 9

夫：標準的な収入で40年間加入、妻：専業主婦 の例

老齢年金の受給額のめやす（令和８年度額）
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老齢年金の受給開始年齢は60歳～75歳の間で自由に選択できる

◼ 早く（繰上げ）受給すれば１ヵ月あたり0.4％ 減額

◼ 遅く（繰下げ）受給すれば１ヵ月あたり0.7％ 増額

※特別支給の老齢厚生年金は、
繰上げも繰下げも不可

出典：日本年金機構 『退職後の年金手続きガイド』 10

老齢年金の繰上げ・繰下げ
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在職老齢年金（働きながら年金を受け取る場合）

会社等に雇用されながら老齢厚生年金を受給している60歳以上の者は、月額の賃金
（総報酬月額相当額）と年金額（基本月額）の合計額が一定の基準額（支給停止
調整額）を超えると、年金額（基本月額）の全部または一部が支給停止される。

➢賃金（総報酬月額相当額）とは

毎月の賃金ではなく、標準報酬月額に賞与（その月以前1年間の標準賞与額の総額）の12分の1を加
えた額（年収の12分の1）が該当する。

➢年金額（基本月額）とは

老齢厚生年金※（報酬比例部分）の月額が該当する。
※加給年金額、繰下げ加算額、経過的加算額を除く。
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在職老齢年金の基準額引き上げ 【令和8年4月施行】

日本年金機構ウェブサイトより
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在職老齢年金の支給停止調整額（基準額）が引き上げられ、年金を減額されることなく働く
ことができる者の範囲が広がった。

令和８年度の支給停止調整額は、65万円 ※毎年度、名目賃金の変動に応じて改定される

改正点の概要



老齢厚生年金を受給しながら働き、雇用保険の高年齢雇用継続給付を受け取る
60歳以上65歳未満の人は、在職老齢年金の支給停止に加え、さらに年金額の
一部（最高で標準報酬月額の4%）が支給停止（＝年金から減額）される。
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在職老齢年金（高年齢雇用継続給付を受け取る場合）

＜高年齢雇用継続給付＞

雇用保険の被保険者期間が5年以上ある60歳以上65歳未満の被保険者が、60歳
到達時点と比べて賃金が75％未満に低下した状態で働き続ける場合に、最高で賃金
額の10％が支払われるもの
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◼ 国民年金制度の理解と信頼を深めるため、毎年誕生月に自身の年金記録が記載された
「ねんきん定期便」が日本年金機構から送付される。

◼ 年齢によって、形式と記載内容が異なる。

区分 送付形式 記載内容

50歳未満（35歳・45歳以外） ハガキ ・保険料納付額       ・年金加入期間
・月別状況（直近13月）  ・加入実績に応じた年金額

50歳以上（59歳以外） ハガキ ・保険料納付額   ・年金加入期間
・月別状況（直近13月）  ・老齢年金の種類と見込額

年金受給者（直近1年間に被保険
者期間がある場合

ハガキ ・月別状況（直近13月）  ・年金加入期間
・保険料納付額

35歳・45歳
（節目年齢の人）

封書 ・保険料納付額       ・年金加入履歴
・年金加入期間       ・月別状況（全期間）
・加入実績に応じた年金額

59歳 封書 ・保険料納付額        ・年金加入履歴
・年金加入期間        ・月別状況（全期間）
・老齢年金の種類と見込額
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ねんきん定期便
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